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 要 旨   

目的： 

肥満に関連する体格指標や代謝性指標と結腸直腸腺腫の発症を最もよく関連付ける指標を

見出すこと。 

方法： 

対象は韓国の Samsung Medical Centerで内視鏡検査を含む定期健康診断を受診した 30歳

以上の者で、スクリーニング大腸内視鏡検査とサーベイランス大腸内視鏡検査を受けた

3,405名であった。肥満指標は、ボディマス指数 (BMI) 、腹囲が測定され、代謝性指標と

しては、HDLコレステロール、血糖値、トリグリセリド、収縮期血圧などが測定された。

飲酒については、非飲酒者を含む月 2 回以下の飲酒者群、週 1-2 回の飲酒者群、週 3 回以

上の飲酒者群に分類した。統計解析には、ロジスティック回帰を用い、オッズ比 (OR) と

95％信頼区間 (95%CI) を算出した。 

結果： 

腹囲は、異時性の結腸直腸腺腫発症の高リスクと関連する唯一の肥満指標であった。男性

では腹囲 85cm以上、女性では 82cm以上の場合、そうでない人と比較して、それぞれ OR 

(95%CI) は、1.31 (1.09-1.57) および 1.31 (1.09-1.56) であった。週 3回以上の飲酒者群で

は、そうでない群に対して、OR (95%CI) は 1.33 (1.10-1.62) であった。その他には、50

歳以上であること、男性であること、ベースライン時に 2つ以上の腺腫の存在や、1㎝以上

の腺腫の存在が異時性の結腸直腸腺腫発症オッズ比が高いことと関連していた。 

結論： 

腹囲は、BMIや他の代謝性指標と独立した、異時性直腸結腸腺腫の予測因子であった。 

 

 


